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一　
「
百
五
十
年
史
」
編
纂
へ
の
取
組
み

　

早
稲
田
大
学
理
事
会
は
、
本
年
（
二
〇
一
一
年
）
一
二
月
二
日
付
で
「W

A
SED

A
 V

ISIO
N

 ��0

」
を
発
表
し
た
。
二
〇
三
二
年
の
創

立
一
五
〇
周
年
に
照
準
を
す
え
た
長
期
プ
ラ
ン
で
あ
る
。「
百
五
十
年
史
編
纂
」
は
、
そ
の
な
か
の
文
化
推
進
関
係
の
主
な
検
討
事
項
に

含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
」
の
編
纂
自
体
は
、
す
で
に
昨
年
（
二
〇
一
〇
年
）
六
月
、
編
纂
委
員
会
の
設
置
に
よ
っ
て
正
式
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ
二
〇
年
後
の
〈
創
立
一
五
〇
周
年
〉
に
向
け
た
年
史
編
纂
事
業
が
現
実
味
を
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

百
五
十
年
史
編
纂
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
二
〇
一
〇
年
七
月
の
第
一
回
編
纂
委
員
会
開
催
ま
で
の
経
緯
は
、
本
誌
前
巻
掲
載
の
吉
田
順

一
前
所
長
の
論
稿
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
以
後
の
経
過
を
簡
略
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

「
百
五
十
年
史
」
と
早
稲
田
大
学
の
創
立
期

大
日
方

純

夫
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編
纂
委
員
会
で
は
そ
の
も
と
に
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
検
討
作
業
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
度
に

は
二
回
に
わ
た
っ
て
編
纂
専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。
五
月
一
八
日
の
第
一
回
専
門
委
員
会
で
は
、
百
五
十
年
史
の
基
本
的
な
考
え
方
、

出
版
物
の
構
成
、
資
料
収
集
の
見
通
し
、
編
纂
日
程
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
一
一
月
九
日
の
第
二
回
専
門
委
員
会
で
は
、

百
五
十
年
史
の
基
本
的
な
構
成
、
関
連
出
版
物
の
準
備
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・W

eb

版
、
資
料
収
集
、
編
纂
作
業
用
の
年
表
作
成
、
専

門
委
員
の
新
規
委
嘱
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
一
二
月
九
日
、
二
〇
一
一
年
度
の
第
一
回
編
纂
委
員
会
を
開
催
し
、
一
、
編
纂
の
基
本
方
針
に
関
す
る
件
、
二
、

百
五
十
年
史
お
よ
び
関
係
出
版
物
の
構
成
に
関
す
る
件
、
三
、
資
料
収
集
に
関
す
る
件
、
四
、
編
纂
日
程
に
関
す
る
件
、
五
、
専
門
委
員

の
委
嘱
に
関
す
る
件
、
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
し
た
。

　

一
、
編
纂
の
基
本
方
針
に
関
し
て
は
、
つ
ぎ
の
三
点
が
承
認
さ
れ
た
。

　

①
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
九
日
）
を
踏
ま
え
て
編
纂
を
す
す
め
る
。
②
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
年
史
の

編
纂
を
め
ざ
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
・W

eb
版
等
の
充
実
を
同
時
進
行
さ
せ
て
、
編
纂
を
進
め
る
。
③
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能

に
即
し
た
推
進
を
は
か
り
、
編
纂
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
。
早
稲
田
学
等
と
の
連
携
を
は
か
り
、
自
校
史
教
育
の
推
進
に
役
立
て
る
。

ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
能
を
確
立
す
る
た
め
の
推
進
力
と
す
る
。

　

二
、
百
五
十
年
史
お
よ
び
関
係
出
版
物
の
構
成
に
関
す
る
承
認
事
項
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

．
百
五
十
年
史
の
構
成

（
１

）
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
を
踏
ま
え
た
第
一
回
編
纂
委
員
会
の
確
認
に
も
と
づ
き
、
全
三
巻
構
成
を
基
本
と
す
る
。

（
２

）
巻
別
構
成
は
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
の
Ａ
案
を
ベ
ー
ス
と
し
、
各
巻
の
区
分
は
、
大
学
の
制
度
的
な
転
換
を
指
標
と
し
て
お
こ
な

う
も
の
と
す
る
。
お
お
よ
そ
の
内
容
区
分
は
、
以
下
の
通
り
。
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第
一
巻　

創
立
〜
戦
前
期
（
専
門
学
校
令
・
大
学
令
下
の
早
稲
田
）

 
 

 
東
京
専
門
学
校
の
開
校
（
一
八
八
二
年
〜　

）、
専
門
学
校
令
下
の
早
稲
田
大
学
（
一
九
〇
二
年
〜　

）、
大
学
令
下
の
早
稲
田
大
学
（
一

九
二
〇
年
〜　

）、
戦
争
と
早
稲
田
大
学
（
一
九
三
七
年
戦
時
下
〜
終
戦
・
戦
後
復
興
ま
で
）

　

第
二
巻　

戦
後
〜
一
九
九
〇
年
頃
（
創
立
百
周
年
事
業
ま
で
）

 
 

 

新
制
早
稲
田
大
学
の
発
足
（
一
九
四
九
年
〜　

）、
高
度
経
済
成
長
期
の
早
稲
田
大
学
、
創
立
百
周
年
と
早
稲
田
大
学
（
一
九
八
二
〜
一

九
九
〇
年
頃
）

　

第
三
巻　

一
九
九
〇
年
頃
以
降

 
 

 

一
九
九
〇
年
代
（
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
後
）、
創
立
一
二
五
周
年
（
二
〇
〇
七
年
）
ま
で
、N

ext���

か
らV

ision��0

へ

（
３

）
大
隈
重
信
個
人
に
か
か
わ
る
詳
し
い
叙
述
は
『
百
年
史
』
に
譲
り
、
東
京
専
門
学
校
創
立
期
の
叙
述
を
充
実
さ
せ
て
、
創
立
経
過

と
建
学
理
念
の
明
確
化
を
は
か
る
。

（
４

）
別
巻
は
想
定
せ
ず
、
部
局
・
箇
所
に
つ
い
て
は
本
編
の
な
か
で
扱
う
。

（
５

）
各
巻
本
文
の
分
量
（
ペ
ー
ジ
数
）
の
目
安
は
、
平
均
八
〇
〇
〜
八
五
〇
ペ
ー
ジ
と
す
る
。
な
お
、
判
型
・
組
み
方
（
タ
テ
組
・
ヨ
コ

組
の
別
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
を
す
す
め
る
。

（
６

）
出
版
状
況
の
推
移
を
見
定
め
、
紙
媒
体
と
は
別
の
新
た
な
形
態
（
媒
体
）
に
よ
る
刊
行
に
も
対
応
で
き
る
準
備
を
重
ね
る
。

２

．
関
連
出
版
物

（
１

）
写
真
集　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
を
前
提
と
し
て
企
画
を
準
備
す
る
。

（
２

）
資
料
集　

当
面
、『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
を
活
用
し
て
、
資
料
の
整
理
・
公
開
を
は
か
る
と
と
も
に
、
基
本
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
と
そ
の
公
開
を
は
か
る
。
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（
３

）
事
典
（
大
学
事
典
・
人
名
事
典
）　W

eb

版
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
行
さ
せ
、
そ
の
充
実
と
活
用
の
促
進
を
は
か
り
な
が
ら
、
成

果
を
蓄
積
し
て
、
事
典
形
式
の
出
版
を
展
望
す
る
。

　

三
、
資
料
収
集
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
各
項
が
承
認
さ
れ
た
。

　

①
本
部
関
係
資
料
│
諸
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
ま
ず
、
所
蔵
状
況
の
把
握
・
整
理
を
す
す
め
、
編
纂
関
係
資
料
の
所
在
状
況
の

明
確
化
を
は
か
り
、
基
本
資
料
の
収
集
を
す
す
め
る
。
②
学
部
・
箇
所
関
係
資
料
│
新
設
・
改
組
関
係
を
中
心
に
基
本
資
料
を
収
集
す
る
。

③
校
地
・
建
築
関
係
資
料
│
企
画
・
建
設
課
な
ど
に
依
頼
し
て
図
面
な
ど
の
関
係
資
料
を
収
集
す
る
。
④
個
人
資
料
。
⑤
ヒ
ア
リ
ン
グ
│

戦
後
編
の
た
め
に
、
系
統
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
早
急
に
組
織
化
す
る
。

　

四
、
編
纂
日
程
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
、
巻
数
・
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
策
定
、
資
料
収
集
と
目
録

化
、
テ
ー
マ
別
資
料
集
等
の
編
集
な
ど
を
す
す
め
る
こ
と
、
二
〇
一
五
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
、
第
一
巻
の
執
筆
・
編
集
と
第
二
巻
以

降
の
準
備
を
す
す
め
る
こ
と
、
二
〇
二
〇
年
に
は
第
一
巻
を
校
正
・
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
第
二
巻
の
執
筆
・
編
集
に
着
手
し
、
二
〇
二

六
年
に
は
こ
れ
を
刊
行
す
る
こ
と
、
第
三
巻
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
か
ら
準
備
を
す
す
め
、
二
〇
二
六
年
か
ら
執
筆
・
編
集
に
取
り

組
ん
で
、
創
立
一
五
〇
周
年
の
二
〇
三
二
年
に
は
刊
行
し
、
全
三
巻
の
完
結
を
は
か
る
こ
と
、
二
〇
二
九
年
か
ら
学
生
向
け
冊
子
・
写
真

集
・D

V
D

等
の
編
集
に
着
手
し
、
二
〇
三
二
年
に
は
刊
行
す
る
こ
と
、
が
確
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
人
名
事
典
、
写
真
集
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
状
況
に
つ
い
て
、「
早
稲
田
大
学
人
名
事
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
具
体
化
す
る
た
め
、

既
存
の
人
物
事
典
な
ど
を
利
用
し
、
戦
前
期
に
活
躍
し
た
故
人
で
百
年
史
索
引
に
複
数
回
登
場
す
る
者
か
ら
、
ま
ず
一
〇
〇
名
を
選
定
し

て
、
年
度
内
を
目
処
にW

eb

版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
中
で
あ
る
こ
と
、
広
報
課
か
ら
移
管
さ
れ
た
写
真
、
お
よ
び
『
早
稲
田
学
報
』

掲
載
の
写
真
を
対
象
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
中
で
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

以
上
が
百
五
十
年
史
編
纂
の
現
状
で
あ
る
。
本
『
記
要
』
で
は
、
こ
の
事
業
と
か
か
わ
っ
て
、
今
回
か
ら
「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
」
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欄
を
新
設
し
、
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
編
纂
過
程
に
お
い
て
収
集
・
整
理
し
た
史
料
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、『
記
要
』
本
巻
に
は
百
年
史
の
編
集
実
務
に
従
事
し
た
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
開
催
し
た
座
談
会
の
記
録
を
掲
載
し
た
。

こ
の
座
談
会
は
、
百
年
史
の
編
集
員
を
つ
と
め
、
本
セ
ン
タ
ー
の
前
身
大
学
史
編
集
所
の
所
長
で
も
あ
っ
た
正
田
健
一
郎
先
生
（
昨
年
八

月
に
逝
去
）
を
偲
び
つ
つ
、
百
年
史
編
纂
を
踏
ま
え
て
百
五
十
年
史
を
展
望
し
た
い
と
考
え
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

東
京
専
門
学
校
と
学
生
生
活
│
創
立
期
研
究
の
豊
富
化
の
た
め
に

　

一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
は
、
百
五
十
年
史
で
は
東
京
専
門
学
校
創
立
期
の
叙
述
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。
一
方
、
前
述
の
座
談
会
で
強
調
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
は
、
学
生
に
軸
足
を
お
く
大
学
史
が
重
要
だ
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
東
京
専
門
学
校
の
創
立
期
、
学
生
の
様
子
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
真
辺
将
之
『
東
京
専
門

学
校
の
研
究１
』
は
、「「
学
問
の
独
立
」
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
創
設
者
た
ち
の
建
学
の
理
念
に
関
し
て
は
、
わ
り
と
よ
く
論
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
一
方
で
、
初
期
の
学
生
た
ち
の
気
風
や
、
彼
等
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
」
と
し
て
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
で
も
初
期
の
学
生
た
ち
の
様
子
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
ペ
ー
ジ
が

割
か
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
因
は
、
こ
の
時
期
の
史
料
不
足
に
あ
る
が
、
真
辺
書
は
そ
れ
を
克
服
す
べ
く
、
新
潟
県
出

身
の
広
井
一
の
関
係
史
料
や
、
卒
業
生
た
ち
の
後
年
の
回
顧
録
を
活
用
し
て
、
学
生
た
ち
の
気
風
や
活
動
状
況
を
解
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
学
生
生
活
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
な
お
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
一
端
を
示
す
事
実
を
紹
介
し

て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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東
京
専
門
学
校
の
「
寄
宿
舎
舎
務
日
誌
」
を
見
る
と
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
一
二
月
一
七
日
の
項
に
、「
荒
木
轄
二
郎
退
舎
届
ヲ

出
ス
、
大
綱
作
之
助
、
横
田
三
九
郎
入
舎
ス
」、
と
記
さ
れ
て
い
る２
。
こ
の
横
田
三
九
郎
は
、
埼
玉
県
入
間
郡
鶴
馬
村
（
現
富
士
見
市
）
出

身
の
青
年
で
、
一
八
七
〇
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
最
初
、
彼
は
東
京
農
林
学
校
予
備
校３
に
入
学
し
た
も
の
の
、
一
八
八
八
年
一
二
月
、
こ
れ

を
退
校
し
て
東
京
専
門
学
校
の
英
語
予
科
に
入
学
し
た
。
そ
の
間
の
事
情
を
、
彼
は
一
二
月
三
日
付
の
手
紙
で
、
兄
の
源
九
郎
に
つ
ぎ
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る４
。

小
生
学
校
ノ
事
件
ハ
小
生
モ
少
シ
ハ
存
意
有
之
タ
レ
ト
、
福
太
郎
様
ノ
御
意
見
且
又
年
限
モ
長
キ
ト
ノ
事
故
拝
承
致
シ
、
先
月
ヨ
リ
農
林
予
備
校
ハ

退
校
シ
、
尊
兄
之
出
京
ヲ
待
居
リ
シ
ニ
、
不
幸
ニ
モ
尊
兄
ハ
種
々
ノ
御
差
支
モ
有
ル
ナ
ラ
ン
、
来
駕
無
之
、
空
シ
ク
遊
居
ル
モ
遺
憾
ナ
リ
シ
カ
、
丁

度
十
二
月
一
日
牛
込
早
稲
田
私
立
東
京
専
門
学
校
現
外
務
大
臣
ニ
テ
改
進
党
ノ
長
ナ
ル
大
隈
重
信
氏
設
立
シ
、
日
本
語
英
語
ニ
テ
法
律
学
政
治
学
ヲ

教
授
ス
、
英
語
ニ
テ
法
律
学
ヲ
為
ス
□
（
虫
損
）
ニ
ハ
予
科
四
年
本
科
三
年
ニ
テ
英
語
予
科
ノ
入
学
試
験
ア
リ
、
□
（
虫
損
）
小
生
モ
受
ケ
シ
所
三

年
目
ノ
級
ニ
入
学
許
サ
レ
タ
リ
、
今
年
ヨ
リ
五
年
目
ニ
テ
英
語
法
律
卒
業
、
来
年
七
月
農
林
学
校
ニ
入
ル
ト
セ
ハ
今
年
ヨ
リ
七
年
、
因
テ
今
月
ヨ
リ

入
学
致
シ
候
ニ
付
御
報
知
申
上
候

　

一
二
月
一
日
に
東
京
専
門
学
校
で
英
語
予
科
の
入
学
試
験
が
あ
り
、
受
験
し
た
と
こ
ろ
三
年
目
の
級
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
こ

の
学
校
は
現
外
務
大
臣
で
改
進
党
の
長
で
も
あ
る
大
隈
重
信
氏
が
設
立
し
た
も
の
で
、
日
本
語
と
英
語
で
法
律
学
・
政
治
学
を
教
授
し
て

い
る
、
英
語
の
法
律
学
科
に
は
予
科
四
年
と
本
科
三
年
が
あ
る
の
で
、
今
年
か
ら
五
年
で
卒
業
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
九
郎
は

こ
れ
に
つ
づ
け
て
、
一
ヵ
月
間
の
月
謝
と
寄
宿
料
は
五
円
で
、
前
金
で
納
め
る
規
則
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
破
る
と
授
業
停
止
を

命
じ
ら
れ
る
と
述
べ
て
、
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、
当
月
分
と
し
て
、
入
学
料
一
円
と
書
籍
・
月
謝
・
寄
宿

料
の
合
計
七
円
を
大
至
急
送
る
な
り
、
話
し
た
い
こ
と
も
あ
る
の
で
持
参
し
て
至
急
出
京
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
。

　

三
九
郎
が
受
験
し
た
一
八
八
八
年
一
二
月
一
日
は
、
実
は
東
京
専
門
学
校
の
歴
史
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
節
目
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
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の
年
一
〇
月
、
東
京
専
門
学
校
は
予
科
を
新
設
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
英
学
科
を
改
正
し
て
、
英
語
普
通
科
と
、
英
語
で
政
治
・
法
律

を
教
授
す
る
英
語
専
門
科
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
予
科
は
政
治
科
、
第
一
・
第
二
法
律
科
、
英
語
普
通
科
に
入
ろ
う
と
す

る
も
の
の
準
備
の
た
め
に
設
置
し
、
在
学
期
間
は
二
年
間
で
あ
っ
た
。
英
語
普
通
科
は
英
語
専
門
科
に
入
ろ
う
と
す
る
も
の
、
も
し
く
は

英
語
を
専
修
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
た
め
に
設
置
さ
れ
、
在
学
期
間
は
二
年
間
、
英
語
専
門
科
は
英
語
政
治
科
・
英
語
第
一
法
律
科
（
司

法
科
）・
英
語
第
二
法
律
科
（
行
政
科
）
の
三
科
に
わ
か
れ
、
在
学
期
間
は
三
年
間
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
英
語
法
律
科
に
進
む
た
め
に
は
、

予
科
二
年
、
英
語
普
通
科
二
年
を
通
過
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
卒
業
ま
で
に
は
七
年
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

三
九
郎
が
予
科
四
年
と
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
本
来
の
予
科
と
英
語
普
通
科
を
あ
わ
せ
て
、
本
科
で
あ
る
英
語
法
律
学
科
の
前
段

階
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

一
〇
月
三
〇
日
付
『
讀
賣
新
聞
』
掲
載
の
東
京
専
門
学
校
の
広
告
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
校
今
般
予
科
を
新
設
し
、
且
従
来
の
英
学
科
を
改
正
し
英
語
普
通
科
及
び
英
語
を
以
て
教
授
す
る
政
治
、
法
律
、
行
政
の
三
科
を
設
く
。
入
学
志

願
の
者
は
第
一
募
集
期
（
十
一
月
九
日
）
若
く
は
第
二
募
集
期
（
十
一
月
丗
日
）
迄
に
本
校
事
務
所
へ
申
込
あ
る
べ
し
。

但
し
入
学
試
験
は
第
一
第
二
募
集
期
の
翌
日
午
前
十
時
よ
り
執
行
し
、
授
業
は
第
一
募
集
期
終
る
を
俟
ち
て
直
ち
に
始
む
。
規
則
書
望
み
の
者
は
郵

券
二
銭
を
送
る
べ
し
。

　

こ
う
し
て
東
京
専
門
学
校
は
、
一
一
月
一
〇
日
と
一
二
月
一
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
新
設
学
科
の
入
学
試
験
を
実
施
し
、
応
募
者
一
五

八
名
中
、
八
二
名
が
合
格
し
た５
。
そ
の
な
か
に
は
横
田
三
九
郎
の
名
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

東
京
専
門
学
校
は
、
も
っ
ぱ
ら
外
国
語
を
も
っ
て
講
義
す
る
東
京
大
学
を
批
判
し
、
邦
語
で
教
育
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
誕
生
し
た
。
し

か
し
、
帝
国
大
学
と
の
間
の
学
問
的
な
差
が
外
国
語
の
力
の
不
足
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
従
来
の
邦
語
に
よ
る
政
治
学
科
・
法
律
学
科

の
ほ
か
に
、
英
語
に
よ
る
政
治
学
科
と
法
律
学
科
を
新
設
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る６
。『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
は
こ
れ
を
、「
東
京
専
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門
学
校
を
大
学
の
域
に
ま
で
前
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
野
の
理
想
」
が
緒
に
つ
い
た
も
の
と
み
て
、「
学
苑
は
、
明
治
二
十
一
年
十
一
月

に
は
、
既
に
大
学
（
中
略
）
の
内
容
を
そ
の
一
部
に
保
持
す
る
ま
で
に
飛
躍
し
た
」
と
評
し
て
い
る７
。

　

前
掲
の
手
紙
で
、
三
九
郎
は
一
ヵ
月
の
月
謝
と
寄
宿
料
だ
け
で
五
円
か
か
る
が
、
差
し
当
た
り
入
学
料
・
書
籍
代
・
月
謝
・
寄
宿
料
な

ど
と
し
て
七
円
を
大
至
急
送
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
一
二
月
七
日
、
兄
の
源
九
郎
は
東
京
に
出
て
弟
の
も
と
を
訪
れ
、
厳

し
い
家
計
の
状
況
を
説
明
し
つ
つ
も
、
学
費
等
を
送
る
こ
と
を
約
束
し
た８
。
そ
し
て
、
一
二
月
分
の
月
謝
と
下
宿
料
の
内
金
三
円
を
渡
し

た
。
さ
ら
に
一
二
日
に
は
、
残
金
三
円
を
小
為
替
で
送
っ
た
。
こ
う
し
て
、
三
九
郎
は
東
京
専
門
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
八

日
、
寄
宿
舎
に
入
っ
た
（
同
前
手
紙
に
よ
る
）。
二
八
日
に
も
、
源
九
郎
は
一
月
分
の
月
謝
・
寄
宿
料
を
送
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
九
郎
の
実
家
横
田
家
は
、
代
々
鶴
馬
村
の
名
主
を
つ
と
め
た
家
柄
で
あ
り
、
兄
弟
の
父
親
で
あ
る
源
吾
も
、
明
治
維
新

当
初
、
取
締
名
主
（
大
庄
屋
）
を
つ
と
め
て
い
た９
。
一
八
七
二
年
に
地
方
制
度
が
大
区
小
区
制
に
改
め
ら
れ
て
か
ら
は
、
第
四
小
区
の
戸

長
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
七
五
年
一
〇
月
、
源
吾
は
三
四
歳
で
死
去
し
た
。
こ
の
時
、
源
九
郎
（
一
八
六
四
年
生
れ
）
が
ま

だ
一
三
歳
（
数
え
年
）
だ
っ
た
た
め
、
親
族
会
議
の
結
果
、
一
七
歳
に
な
る
ま
で
叔
父
の
横
田
福
太
郎
が
戸
主
を
相
続
す
る
こ
と
と
な
っ

た
（
前
掲
三
九
郎
書
簡
に
出
て
く
る
人
物
で
あ
る
）。
そ
の
後
、
源
九
郎
は
一
八
八
二
年
二
月
か
ら
戸
主
と
な
っ
た
が
、
弟
が
東
京
専
門
学
校

に
入
学
し
た
時
は
、
ま
だ
二
四
歳
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
三
九
郎
は
も
っ
ぱ
ら
兄
か
ら
の
仕
送
り
に
た
よ
っ
て
、
新
た
な
学
生
生
活
を
は
じ
め
た
。
そ
の
生
活
ぶ
り
を
し
の
ば
せ
る
金

銭
出
納
帳
「N

ote Book of T
reasury

」
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
つ
ぎ
に
紹
介
し
よ
うＡ
。
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出　　　之　　　部
第　一　月

時　　　　日 金　　高 使　　　　　用　　　　　法

明治廿一年
十二月卅一日

�. �� 明治廿一年度決算ノ際不足ヲ補フ故ニ本年ノ出
金ニ非ズ

十日 �. �0 当一月分専門学校賄料并ニ舎費払
十三日 �. �0 当月分月謝金

三日  . �� フランネルシヤツ代金
十五日  . �� 筆紙及ビ炭代
廿日頃  . �0 一月分二月分講義録代

廿五六日頃  . �0 paper oil food & 雑誌洋紙
一日ヨリ卅日迄  . �0 其他ニテ

総　　計　 �. �0 当一月中費用

第　二　月

二日 �. �0 当二月分専門学校月謝
〃日  . �0 雑誌其他ニテ
四日  . 0� 諸品代金

十二日  . 0� 国民之友四十一号
十一日  . 0� 憲法発布式小遣
十二日  . 0� 湯銭及ビ新聞代
十四日  . 0� 四谷ヘ持参ノ菓子代
十五日  . �� 下駄及ビ湯銭
十七日  . 0� 日本理財雑誌一号
〃　日  . 0� 中判洋紙及ビ玉子代
廿一日  . 0� ハカマ洗濯賃
〃　日    . ��. � 帽子記章代、憲法雑誌一号代
〃　日  . 0� 諸種買物

六日 �. �0 当月分専門学校寄宿料
廿四日  . 0� 国民之友及ビ湯銭
廿六日  . 0� Bread
廿八日  . 0� 湯銭及ビ新聞
総　計   �. ��. � 当二月中ニテ

第　三　月

二日  . 0� 亀井戸梅見ノ途次諸品代金
四日  . �� スペンサー氏教育論代価金
〃日  . �� チヤーレスラム氏セキスペアー譚代金
〃　   . 0�� 国民之友第四十三号代
五日  . �� 教科書ヂユードニー代価
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〃　  . 0� Post paper and Bread
六日  . 0� 湯札代金

十一日 �. �0 三月分月俸舎費納ム
十三日 �. �0 三月分月謝金納ム

十六七日頃  . �0 諸費総計
廿一日   . ��� 国民之友四十四号、菓子、理髪代金払フ
廿四日  . �� 蒸菓子其他食品
廿七日  . �� 徒然草絵抄二冊
〃　日  . �0 菓子、鶏卵及ビ食品
廿九日  . �0 湯札代金払

卅日  . 0� 菓子代
総　計  �. ��0 当三月中ニテ

第　四　月

一日 �. �0 専門学校月謝
二日  . 0� 国民之友及ビ雑品
四日  . �� 蒸菓子代金
十日 �. �0 月俸及ビ舎費納ム

十四日  . �0 小金井看桜費
十七日  . �0 向島及飛鳥山看桜費

廿日  . �0 国民之友№��・��代
廿一日  . 0� 玉子代価
廿四日  . 0� 国民之友№��、Bread and Washer

卅日  . 0� 諸品代
総　計 �. �� 第四月中

第　五　月

一日 �. �0 専門学校月謝
六日   . ��� 足駄一足代金
〃日  . 0� 理髪代価
十日 �. �0 当月分月俸舎費納
〃日  . �� 人力車并ニ馬車代

十一日  . �� 国民之友五十号代
十二日  . �� 徒然草文段鈔七冊

十二日・十三日  . �� 食品其他人力車代
十四日  . �� 大学病院薬料二日分
〃　日  . �0 人力車夫ニ払フ

十七日  . �� 大学薬代. ��　人力車. 0�　玉子. 0�　火鉢代河
合氏エ渡ス. 0�
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十八日ヨリ廿日迄デ  . �� 薬代一日分. ��　人力車. ��　牛肉. 0�　砂糖、
五徳、シヤボン. ��

廿四日  . �� 薬代并人力車

収　入　之　部

月　　　　日 金　　高 目　　　　　　　　　　　皈

明治廿一年
十二月卅日 �. 00 書籍代及ビ当一月分諸費トシテ

一月廿日 �. 00 当月諸費及ビ来月分内トシテ
四日  . �0 吉田丁小林ヨリ

二月三日 �. 00 二月分不足金トシテ
同　日 �. 00 三月分内ヘ

三月十九日 �. 00 三月分残金四円
四月分二円及ビ書籍価二円

四月十七日 �. 00 四月分諸費内エ

五月一日 �. 00 四月分残金�. 00 and
五月分�. 00也

五月十日 �. 00 兄出府ノ節
当月分残金并ニ来月分内トシテ

五月十八日 �. 00 病気薬料等之為メ

時　借　金　覚 但シ後ニ国ヨリ出金アルナレ
バ会計外ナリ（ ）

�. �0 河合勉氏ヨリ 三月十一日 廿一日返済
�. 00 田島氏ヨリ 三月十三日 廿一日返済
�. 00 吉田町小林ヨリ 　同　日 廿七日返済
�. 00 河合氏ヨリ 四月十日 廿日返済
 . �0 田島氏ヨリ 　〃 〃　返済
 . �0 湯浅氏ヨリ 　〃 廿一日返済

時　貸　金　覚

�. 00 仁王頭辰二氏ニ貸ス 三月廿六日 五月一日済ム
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一
八
八
九
年
一
月
・
二
月
の
月
謝
は
一
円
八
〇
銭
、
寄
宿
舎
料
は
二
円
八
〇
銭
で
あ
る
（
三
月
か
ら
は
月
俸
・
舎
費
二
円
九
〇
銭
と
な
っ
て

い
る
）。
東
京
専
門
学
校
の
学
費
、
つ
ま
り
月
謝
は
、
創
設
当
時
、
一
円
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
六
年
三
月
、
厳
し
い
学
校
経
営
を
打
開

す
る
た
め
に
大
幅
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
結
果
、
一
円
八
〇
銭
と
な
っ
て
い
たＢ
。
文
具
や
、
菓
子
・
食
品
、
衣
類
、
湯
銭
・
洗
濯
代
・
理

髪
代
と
い
っ
た
生
活
費
の
ほ
か
に
、
当
時
の
青
年
に
広
く
読
ま
れ
た
雑
誌
『
国
民
之
友
』
を
毎
号
購
入
し
て
い
る
の
は
、
い
か
に
も
学
生

ら
し
い
。
二
月
に
天
野
為
之
が
創
刊
し
た
『
日
本
理
財
雑
誌
』
や
、
や
は
り
二
月
創
刊
の
『
憲
法
雑
誌
』
を
早
速
、
購
入
し
て
い
る
。
金

銭
出
納
帳
の
「
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
教
育
論
代
価
金
」
と
「
チ
ヤ
ー
レ
ス
ラ
ム
氏
セ
キ
ス
ペ
ア
ー
譚
代
金
」
は
、
一
八
八
八
年
一
〇
月
に
定
め

ら
れ
た
英
語
普
通
科
課
程
表
に
あ
る
「
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
教
育
論
」
と
「
ラ
ム
氏
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
譚
」
に
対
応
し
て
い
るＣ
。
二
月
に
は
、

憲
法
発
布
式
の
小
遣
い
に
三
銭
を
あ
て
、
三
月
に
は
亀
戸
へ
梅
見
に
出
か
け
、
四
月
に
は
小
金
井
・
向
島
・
飛
鳥
山
に
花
見
に
出
か
け
て

い
る
。
東
京
専
門
学
校
で
は
、
四
月
一
七
日
、
講
師
・
得
業
生
・
学
生
七
百
余
名
が
参
加
し
て
、
大
運
動
会
を
桜
の
花
の
見
ご
ろ
の
飛
鳥

山
で
開
催
し
た
。
相
撲
・
綱
引
な
ど
の
競
技
を
し
て
か
ら
弁
当
を
食
し
、
夕
方
ま
で
鯨
飲
し
た
と
い
うＤ
。
出
納
帳
の
飛
鳥
山
看
桜
費
の
支

出
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
三
九
郎
も
こ
の
運
動
会
に
参
加
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
て
青
年
三
九
郎
は
、
東
京
専
門
学
校
の
学
生
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
専
門
学
校
の
校
友
名
簿
類
を
い

く
ら
探
し
て
み
て
も
、
彼
の
名
前
は
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
彼
は
入
学
の
わ
ず
か
半
年
後
、
病
に
た
お
れ
て
、
一
八
八
九

年
六
月
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
五
月
半
ば
以
降
、
薬
料
と
人
力
車
代
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
兆

候
で
あ
ろ
う
。
主
を
失
っ
た
金
銭
出
納
帳
は
、
六
月
以
降
、
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

地
方
で
教
育
を
終
え
た
青
年
の
な
か
に
は
、
向
学
心
や
立
身
出
世
へ
の
希
望
を
い
だ
い
て
東
京
に
出
、
各
種
の
学
校
に
通
う
も
の
が
い

た
。
一
八
八
八
年
一
二
月
一
日
は
、
東
京
専
門
学
校
の
改
革
と
青
年
三
九
郎
の
青
春
の
選
択
が
ス
パ
ー
ク
し
た
交
差
点
で
あ
っ
た
。
三
九

郎
は
入
学
か
ら
わ
ず
か
半
年
、
志
な
か
ば
で
世
を
さ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
専
門
学
校
は
こ
う
し
た
青
年
た
ち
の
夢
と
期
待
に
支
え
ら
れ
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て
、
草
創
期
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
は
早
稲
田
大
学
創
立
一
三
〇
年
の
年
で
あ
り
、
同
時
に
小
野
梓
生
誕
一
六
〇
年
、
大
隈
重
信
没
後
九
〇
年
の
年
に
あ
た
る
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
一
二
年
秋
に
、
創
立
一
三
〇
年
を
記
念
し
て
、
大
隈
・
小
野
の
出
会
い
と
東
京
専
門
学
校
の
創
立
に
焦
点
を
あ

て
た
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
学
生
諸
君
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
早
稲
田
大
学
創
立
期
の
実
際
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
す
と
と
も
に
、
こ
の
企
画
を
「
百
五
十
年
史
」
に
向
け
て
創
立
期
研
究
の
豊
富
化
を
は
か
っ
て
い
く
節
目
に
し
た
い
と
も
考
え
て
い

る
。

註（
１

）　

真
辺
将
之
『
東
京
専
門
学
校
の
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二

〇
一
〇
年
、
一
二
〇
頁
。

（
２

）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
蔵
（
特
別
ト
一
〇
│
一
七
一

七
）。

（
３

）　

東
京
農
林
学
校
と
は
、
一
八
八
八
六
年
、
農
商
務
省
所
轄
の
駒
場

農
学
校
と
東
京
山
林
学
校
の
合
併
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
学
校
で
、

東
京
大
学
農
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
。
な
お
、
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
な

ど
で
知
ら
れ
る
農
芸
化
学
者
鈴
木
梅
太
郎
は
、
一
八
八
九
年
、
東
京

農
林
学
校
予
備
校
か
ら
東
京
農
林
学
校
に
入
学
た
と
い
う
か
ら
、
三

九
郎
と
同
一
時
期
、
こ
の
予
備
校
に
在
学
し
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。

（
４

）　

埼
玉
県
富
士
見
市
教
育
委
員
会
蔵
「
横
田
正
志
家
文
書
」
三
四
〇

〇
（
横
田
源
九
郎
「
日
記
帳
」）。

（
５

）　

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、

早
稲
田
大
学
、
一
九
七
八
年
、
五
五
四
頁
。

（
６

）　

同
前
、
五
六
四
頁
。

（
７

）　

同
前
、
五
六
五
頁
。

（
８

）　

前
掲
の
横
田
源
九
郎
「
日
記
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
一
二
月
二
〇
日

付
の
三
九
郎
の
手
紙
に
よ
る
。

（
９

）　

富
士
見
市
教
育
委
員
会
編
『
横
田
正
志
家
文
書
目
録
（
Ⅱ
）』
富

士
見
市
教
育
委
員
会
、
一
八
八
九
年
、「
解
説
」。

（
�0
）　

富
士
見
市
教
育
委
員
会
編
『
富
士
見
市
史　

史
料
編
５　

近
代
』

富
士
見
市
、
一
九
八
八
年
、
三
一
四
〜
三
一
七
頁
。

（
��
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、
五
一
七
〜
五
二
六
頁
。

（
��
）　

同
前
、
五
五
九
頁
。
な
お
、
す
で
に
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
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の
『
教
育
論
』
を
尺
振
八
が
訳
し
た
『
斯
氏
教
育
論
』（
一
八
八
〇

年
）、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
の
『
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
物
語
』
を
品
田

太
吉
が
訳
し
た
『
セ
キ
ス
ピ
ヤ
物
語
』（
一
八
八
六
年
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
��
）　
『
讀
賣
新
聞
』
一
八
八
九
年
四
月
二
〇
日
付
。


